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労福協だより

Shizuoka Rofukukyo Dayori
New year

新年号
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会
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【募集作品】絵画・書・写真・手工芸・コンピューターグラフィック
【応募資格】静岡県内の勤労者
【作品受付】労働金庫本支店・全労済県本部及び各共済ショップ・静岡県労働者福祉協議会

●主催／静岡県労働者福祉協議会・静岡県下各地区労働者福祉協議会・静岡県労働者福祉基金協会　
●後援／連合静岡・静岡県・静岡市・静岡新聞社・静岡放送
●協賛／静岡県労働金庫・全労済静岡県本部・県生協連・年金福祉協会・勤労者信用基金協会・
　　　　　ユニオントラベル・退福協・グリーン友の会・ライフサポートセンター友の会

平成26年4月2日㈬ー4月6日㈰ グランシップ展示ギャラリー 
静岡県勤労者総合美術展第64回

TEL054ー221ー6241　Eメール　：　rofukukyo@mx1.s - cnet .ne . jp
静岡県労働者福祉協議会（静岡市葵区黒金町5-1勤労者総合会館内）問合せ先

展示期間 展示会場

出品料は
無料です

全ての作品を
展示します

出品者全員に
参加賞を進呈

・・・
・・
・

・・・
・・
・

・・・
・・
・

Workers Art Exhibition 2014

【募集期間】平成26年 2月17日月　3月7日金

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク　No.11

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

自主福祉討論会開催
ロッキー奨学金授与式
労働金庫次世代システム
静岡県労働政策課の紹介

浜松市労福協 「労福協まつり」
新拠点紹介

福祉基金協会からのお知らせ
A L W F

出
会
い
は
貴
重
な

財
産
で
す
ね
。



（
一
社
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

吉 

岡

　秀 

規

　昨
年
か
ら
始
め
た「
労
働
者
自
主
福
祉
シ
ン
ポ
」。今
年
は
い
よ
い
よ

「
語
り
部
1
0
0
0
人
P
J
」の
発
動
で
す
。結
論
は〝
人
〞に
あ
り
ま

す
。

静
岡
県
労
働
金
庫理

事
長

加
藤

　幸
博

　労
働
金
庫
の
理
念
は
、働
く
人
の
夢
と
共
感
を
創
造
す
る
共
同
組

織
の
福
祉
金
融
機
関
で
す
。連
帯
と
共
同
の
輪
を
広
げ
、新
た
な
時
代

に
向
け
て
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

全
労
済
静
岡
県
本
部

本
部
長

佐
竹

　功

　昨
今
自
然
災
害
が
多
発
し
、被
災
者
へ
共
済
金
を
お
支
払
い
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、多
く
の
方
が
全
労
済
に
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
か
ら
実
施

で
き
る
も
の
で
す
。今
後
と
も「
み
ん
な
で
助
け
合
い
、豊
か
で
安
心
で
き
る
社

会
づ
く
り
」に
向
け
、皆
さ
ん
と一緒
に
な
って
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

静
岡
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会

　長 

吉
田

　敬
哲

　震
災
被
害
か
ら
助
け
出
さ
れ
た
方
の
多
く
は
、地
域
住
民
の
協
力

に
よ
る
も
の
で
す
。災
害
時
の
決
め
ご
と
を
す
る
地
域
も
多
く
、協
同

が
災
害
被
害
を
抑
え
る
力
と
な
って
い
ま
す
。

こ
の
道
は
　
夢
と
共
感
で
　
で
き
た
道

　
　
　
　
　
連
帯
深
め
　
駆
け
る
う
ま
年

語
り
部
よ
　
寒
風
の
な
か
　
突
き
進
め

　
　
　
　
　
　
歴
史
に
学
び
　
自
ら
動
け

減
災
の
手
立
て
は
い
く
つ
か
あ
る
も
の
の

　
　
　
　
　
協
同
に
勝
る
　
方
法
は
な
し

助
け
合
い
　
今
こ
れ
か
ら
も
　
大
切
に

　
　
　
　
　
　
強
い
絆
で
　
明
る
い
あ
し
た
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（
一
財
）静
岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

理
事
長

小
塚

　則
久

　連
合
や
、労
福
協
の
、地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る
活
動
は
、勤
信

協
の
設
立
の
趣
旨
で
あ
り
思
い
で
あ
り
ま
す
。今
後
も
未
組
織
勤
労

者
の
保
証
機
関
と
し
て
頑
張
り
た
い
。

（
株
）静
岡
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

代
表
取
締
役
社
長

曽
我

　一
樹

　勤
労
者
に
は
全
く
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、報
道
で
は
、一時
金
、賃

上
げ
で
経
営
者
の
財
布
の
ヒ
モ
が
緩
む
よ
う
な・・・？ 

ユニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

で
は
、旅
行
以
外
に
も
、弁
当
、会
議
室
の
手
配
、金
券
等
の
販
売
な
ど

労
組
の
お
手
伝
い
に
御
利
用
下
さ
い
。

（
公
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

理
事
長

池 

冨 

　彰

  

福
祉
基
金
協
会
に
は
、勤
労
者
の
自
主
福
祉
運
動
は
何
の
た
め
？
誰

の
た
め
？
を
常
に
問
い
返
し
、「
理
念
」・「
歴
史
」・「
運
動
」を
学
び
、未

来
に
語
り
伝
え
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
、「
何
の
た
め
」を
共
に

学
び
語
り
ま
し
ょ
う
。

何
の
た
め
　
常
に
原
点
　
立
ち
返
り

　
　
　
　
　
　
未
来
に
語
れ
　
自
主
福
祉
史

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
浮
い
た
お
金
で
旅
行
か
な

　
ユ
ニ
ト
ラ
に
是
非
　
お
ま
か
せ
あ
れ
！

地
域
へ
の
　
顔
の
見
え
る
　
活
動
に

　
　
　
　
　
我
が
意
を
得
た
り
勤
信
協

　年
金
住
宅
資
金
融
資
利
用
の
皆
さ
ん
や
、年
金
セ
ミ
ナ
ー
受
講
の
皆

さ
ん
か
ら
、年
福
協
が
あ
って
良
か
っ
た
役
立
っ
た
と
言
って
い
た
だ
け
る

よ
う
な
、継
続
事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
一
財
）静
岡
県
年
金
福
祉
協
会

専
務
理
事

新 

出

　繁 

博

事
業
に
　
心
血
注
ぎ
　
い
つ
の
日
か

　
　
　
ユ
ー
ザ
ー
皆
の
　
喜
び
思
う
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4

　昨
年
は
、
富
士
山
世
界
遺
産
登
録
、
2
0
2
0
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
な
ど
明
る
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
経
済
も
世
界
経
済
の
緩
や
か
な
回
復
と
円
安
を
背
景

に
、
輸
出
の
増
加
や
、
個
人
消
費
も
緩
や
か
に
拡
大
し
、
薄

日
が
差
し
て
き
た
日
本
経
済
で
し
た
。

　し
か
し
、
日
中
韓
の
関
係
は
冷
え
切
り
、
そ
の
関
係
改
善

の
灯
は
見
え
ま
せ
ん
。
国
内
に
お
い
て
は
、
震
災
か
ら
の
復

興
も
遅
遅
と
し
て
進
ま
ず
、
原
発
事
故
の
汚
染
対
策
は
今
後

数
十
年
単
位
の
長
期
的
課
題
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
更

に
水
温
む
桜
の
頃
に
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
く
影
響
を

与
え
る
消
費
税
の
引
き
上
げ
も
待
っ
て
い
ま
す
。

　新
春
を
迎
え
、
今
年
こ
そ
の
願
い
を
込
め
、
各
福
祉
事
業

団
体
の
代
表
者
の
皆
様
に
新
春
の
想
い
や
活
動
な
ど
を
詠
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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２
０
１
3
年
11
月
1
日（
金
）浜
松
市
の
呉
竹
荘
を

会
場
に
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
労
働
者
自
主
福
祉
討
論
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
自
主
福
祉
討
論
会
は
、去
る
２

０
１
２
年
12
月
１
日
県
労
福
協
の
主
催
で
、連
合
静
岡
・

県
福
祉
基
金
協
会
・
労
働
金
庫
・
全
労
済
、そ
し
て
ろ
う

き
ん
と
全
労
済
の
労
働
組
合
の
協
力
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
の
幹
部
役
員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た「
労
働
者

自
主
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」の
発
展
形
と
し
て
開
催
さ

れ
た
も
の
で
す
。今
回
西
部
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
が
、２
月
に
は
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
そ
し
て
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
と
開
催
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
要
請
は
、地
区
労
福
協
か
ら
は
会
長
以
下
三
役

ク
ラ
ス
、労
働
金
庫
な
ら
び
に
全
労
済
か
ら
は
支
店
長

と
支
所
長
・
職
員
労
組
の
役
員
、そ
し
て
ろ
う
き
ん
と
全

労
済
の
運
営
委
員
会
三
役
ク
ラ
ス
、連
合
か
ら
は
各
地

協
の
四
役
ク
ラ
ス
を
対
象
に
行
い
、そ
れ
ぞ
れ
役
職
の

重
複
を
整
理
し
、結
果
97
名
の
参
加
を
得
て
開
催
が
さ

れ
ま
し
た
。

　
討
論
会
開
催
に
あ
た
り
主
催
者
を
代
表
し
て
古
川
西

遠
地
域
労
福
協
会
長
よ
り
挨
拶
を
頂
き
、本
討
論
会
開

催
に
至
る
経
過
と
開
催
意
義
に
つ
い
て
説
明
が
さ
れ
ま

し
た
。引
き
続
き
第
一
部
と
し
て
労
働
者
福
祉
中
央
協

議
会（
中
央
労
福
協
）ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
高
橋
均
講
師
よ

り「
労
働
者
福
祉
運
動
の
理
念
と
歴
史
、そ
し
て
課
題
」

〜
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
安
心
・
共
生
社
会
へ
〜
と
題
し

て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。日
本
の
労
働
運
動
の
歴

史
的
経
過
と
ろ
う
き
ん
・
全
労
済
を
中
心
と
し
た
自
主

福
祉
運
動
と
の
関
係
を
分
か
り
易
く
解
説
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ろ
う
き
ん
や
全
労
済
運
動
の
価
値

を
ど
う
拡
大
し
て
行
く
の
か
、ま
た
そ
の
為
に
労
働
運

動
は
ど
の
よ
う
な
影
響
力
を
発
揮
す
べ
き
か
、提
言
を

頂
き
ま
し
た
。

　
引
続
き
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
論
会
に
入
り
、

高
橋
講
師
の
講
演
内
容
を
基
に
、労
働
者
自
主
福
祉
運

動
の
理
念
と
歴
史
か
ら
何
を
学
び
取
り
、今
後
の
ろ
う

き
ん
や
全
労
済
活
動
に
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
べ

き
か
、に
つ
い
て
議
論
を
進
め
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
各
団

体
か
ら
の
役
員
と
い
う
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、こ
の
討

論
会
に
お
け
る
立
場
は〈
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
に
関

わ
る
労
組
役
員
〉と
い
う
立
ち
位
置
の
み
と
い
う
事
で
、

参
加
者
か
ら
は「
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
や
団
体
は
あ
る
が
、

方
向
性
が
合
致
す
る
な
ら
ば
連
帯
と
協
同
が
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
重
要
か
つ
有
効
に
な
る
」「
ろ
う
き
ん
や
全
労

済
と
の
関
係
は
業
者
と
お
客
様
で
は
な
く
、同
じ
労
働

者
自
主
福
祉
運
動
を
進
め
る

た
め
に
切
磋
琢
磨
す
る
仲
間

で
は
な
い
か
」と
い
う
意
見
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
本
討
論
会
の
企
画
運
営
に

携
わ
っ
て
頂
い
た
西
部
ブ

ロ
ッ
ク
五
団
体
会
議
の
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ま
、参
加
い
た
だ

い
た
各
団
体
・
組
織
の
役
員
の

皆
様
の
ご
協
力
に
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
11
月
19
日
、ロ
ッ
キ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
ロ
ッ
キ
ー

奨
学
金
の
第
３
回
目
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
は
労
働
金
庫
特
別
利
用
配
当
金
か

ら
拠
出
さ
れ
2
0
1
0
年
6
月
に
創
設
し
た「
地
域
役

立
資
金
」の
内
、県
労
福
協
が
管
理
し
て
い
る〝
人
づ
く

り
資
金
〞の
一
定
金
額
を
基
金
と
し
、そ
の
運
用
益
を
活

用
し
た
奨
学
金
20
万
円
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。ま
た
、

奨
学
金
の
対
象
者
は
、静
岡
県
内
に
在
住
も
し
く
は
企

業
な
ど
に
勤
務
す
る
勤
労
者
の
子
弟
で
経
済
的
支
援
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
学
生
で
、い
ず
れ
の
学
生
も
各
大

学
か
ら
推
薦
い
た
だ
い
た
優
秀
な
方
達
で
す
。

　
今
回
の
授
与
式
で
は
静
岡
大
学
、常
葉
大
学
、静
岡
産

業
大
学
、静
岡
理
工
科
大
学
で
12
名
の
奨
学
生
を
募
集

し
、各
大
学
か
ら
成
績
優
秀
な
方
11
名
を
推
薦
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
、県
労
福
協
の
吉
岡
理
事
長
は「
人
生
い
ろ
い
ろ

あ
り
、Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
声
す
る
人
も
い
る
。そ
の
人
た
ち
の

た
め
の
奨
学
金
だ
と
思
っ
て
欲
し
い
。皆
さ
ん
が
将
来
、

余
裕
が
出
来
た
折
に
は
、困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し

伸
べ
て
欲
し
い
。」と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
を
生
み
出
し
た
、労
働
金
庫

の
加
藤
理
事
長
は
労
働
金
庫
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
話

さ
れ「
労
働
金
庫
は
多
く
の
社
会
貢
献
事
業
を
行
っ
て

お
り
、そ
の
一
つ
と
し
て
ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
が
あ
る
。本

日
い
た
だ
い
た
奨
学
金
で
目
標
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て

欲
し
い
。」と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
挨
拶
の
後
、奨
学
生
全
員
に
吉
岡
理
事
長
よ
り
奨
学

金
の
目
録
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
に
各
大

学
代
表
の
奨
学
生
か
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
あ
る
大
学
の
学
生
か
ら
は「
少
し
で
も
家
計
を
助
け

る
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、通
学
時
間

が
掛
か
り
、長
い
時
間
ア
ル
バ
イ
ト
は
出
来
な
い
。

　
ア
ル
バ
イ
ト
と
貸
与
型
の
奨
学
金
で
は
授
業
料
や
交

通
費
が
賄
い
き
れ
ず
悩
ん
で
い
た
。奨
学
金
が
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
、親
の
心
労
が
少
し
で
も
和
ら
ぎ
嬉

し
く
思
っ
た
。こ
れ
か
ら
は
何
事
に
も
失
敗
を
恐
れ
ず

に
挑
戦
し
、社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に
な
り
た
い
。」

と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
奨
学
金
の
募
集
は
春
・
秋
、毎
年
2
回
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
の
募
集
は
終
わ
り
ま
し

た
。来
年
、春
に
は
ま
た
奨
学
生
の
募
集
を
し
ま
す
。今

後
と
も
県
労
福
協
は
家
庭
環
境
の
厳
し
く
、学
業
優
秀

な
大
学
生
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

～連帯・協同でつくる安心・共生の福祉社会へ～
西部ブロック自主福祉討論会開催

ロッキー
奨学金
授与式
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ろうきん次世代システム
（アール・ワンシステム）スタート

静岡県労働政策課の
紹介

　〈ろうきん〉では、会員・お客様に、より充実し
た商品やサービスを提供することを目的とし
て、２０１４年１月５日（日）に、オンラインシス
テムをアール・ワンシステムへ移行しました。
　皆様にはシステム移行に際し、多大なご理解・
ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
〈ろうきん〉は、アール・ワンシステムを活用しな
がら、役職員が一丸となって、更なるサービス向
上に向けた取組みを充実させてまいります。
　今後とも、一層のご指導ご支援を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。

【アール・ワンシステムの特徴】
１．ニーズに合致した商品・サービスのご提供
　＊会員・お客様のお取引情報の一元管理によ
　　り、様々な機会において取引履歴に基づい
　　た商品・サービスをご提案。

２．お客様の利便性・安全性の向上
　＊ご利用可能時間の拡大や新サービスのご提
　　供や、科目間振替・振込予約・定期預金口座
　　の新規開設および解約のお取扱いなど、取
　　引メニューを拡充。
３．いつでも・どこでも・便利にご利用いただけ
　 る多様なサービス
　＊他金融機関ＡＴＭでのカード利用範囲を拡
　　大。
　＊インターネットバンキング・テレホンバン
　　キング・Ｗｅｂお知らせサービスのＷｅｂ
　　申込みが可能。
　＊インターネットバンキングのご利用可能時
　　間の拡大。
　＊テレホンバンキングのお取扱いサービスの
　　拡大とご利用可能時間の拡大。

※他金融機関ＡＴＭでのお引出し利用手数料　
　は、全額を即時に利用口座へキャッシュバッ
　クします。
※〈ろうきん〉のカードが、セブン銀行のＡＴＭ
　で２４時間ご利用いただけます。

※1. ご利用可能時間はＡＴＭにより異なります。また、 提携
　先金融機関の都合により変更となる場合がございます。
※２. 各サービスのご利用時間は最長営業時間であり、ご利用
　いただけるお取扱いの内容・時間帯はＡＴＭによって異な
　ります。
※３. 都市銀行、地方銀行、信用金庫、信用組合などが提携して
　いるＡＴＭネットワークです。

　その他、アール・ワンシステム移行に伴う変更
点やお手続きなどにつきましては、お近くの〈ろ
うきん〉までお問合せ願います。

　県労福協の県の窓口、静岡県労働政策課を紹介
します。非常勤職員を含めた職員14名は、県庁東館
７階で仕事をしています。課には３つの班があり、県
労福協をはじめ福祉基金協会や勤信協の窓口とな
る福祉事業班は３名で、ほかに総務班と労働経済
班があります。

　課のミッションと目的
　労働政策課の仕事は幅広いですが、そのミッショ
ン｢ワーク･ハピネスの創造～明日の出勤が待ち遠
しい、そんな気持ちになれるよう～｣に集約されます。
つまり、働く人が仕事をして幸せを感じること、｢働い
てよし!｣を創ることにあります。このミッションを達成
するため、課では３つの目的を掲げています。
　１つめは、｢安全･安心に働ける労働条件の確保｣
です。まずは、働く基盤はしっかりと確保しなければ
ならないとの考えで、労働相談、労働教育や労働安
全衛生のほか福利厚生などを進めています。
　２つめは、｢あらゆるライフステージで働ける環境
整備｣です。男女雇用機会均等や仕事と家庭の両
立支援がこれにあたります。男性も女性も、若者も
高齢者も、子育てや介護などの事情がある人も、み
んなで仕事ができる環境が整うようにすることです。
　３つめは、｢いきいきと働ける職場づくり｣です。働
く人がいきいきと働けば成果があがって充実感も得
られる、つまり｢働いてよし!｣になるとの考えです。こ
れはワークライフバランスなど、ワーク･モチベー
ションづくりです。
　課では、この３つの目的を縦に並べ、富士山のす
そ野、中腹、頂上の３層で表しています。
働く人それぞれが、すそ野から中腹へ、

静岡県労働政策課の
「ミッション」

○あらゆるライフステージで働ける環境
仕事と子育て・介護との両立、雇用均等

○いきいきと働ける職場づくり

働いてよし !
（ワーク・ハピネス）

○安全・安心に働ける労働条件の確保
労働相談、労働安全衛生、労働教育、福利厚生

意欲 充実感

成果

中腹から頂上へ向かって登っていけるようにとの考
えです。新たな視点として頂上を意識した施策が必
要としながらも、頂上をより高くするためにも、すそ
野(土台)をより広くしっかりとしたものにする施策も

必要と考えています。

  県労福協ほか事業団体との関係
　県労福協との繋がりは古く、労働文化祭を県が
主催で実施しました。その文化祭を県労福協が県か
ら美術展を委託事業として受けた時からの長いお
付き合いとなっています。
　近年は、福祉基金協会や勤信協の新公益法人へ
の移行サポート、労働政策課発行の広報紙｢働楽｣
での労金･全労済の宣伝協力、福祉基金協会事業
の広報案内や後援協力など、お互いの関係は深
まっています。福祉事業班のメンバーが｢目指す方
向は同じ、働く人のための事業なら労福協や関係
団体を支援するのはあたりまえ。連携するには、お互
い顔が見える関係でないとならない。｣と言うように、
精神的にも関係は深まっています。
　今後は、｢県と団体が協働してワークライフバラン
スの推進組織を設立している他県例もある。ふじの
くにでも、より一層の協働によって何かやりたいとい
う気持ち。｣とのことでした。

　取材して
　県労福協としても、労働政策課とは非常にいい関
係にあると思っています。県民福祉の向上のため、
今後も足並みを揃え進んでいきたいと思います。
　　　　　労働政策課のみなさんよろしくお願い
　　　　　　します。
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（公財）静岡県労働者福祉基　金協会からのお知らせ
●ライフサポートセンターしずおか事業部より

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階

FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

ロッキーカレッジのご案内
開催報告

日時：2014年1月25日（土）
　　　13：30～15：00
会場：ユーコープ三園平店
 　　 コミュニティールーム
　　　（富士宮市三園平457-2）
申込：ライフサポートセンター岳南
　　　TEL0545-57-6029

日時：2014年2月2日（日）
　　　10：00～12：00
会場：雄踏文化センター
問合せ：ライフサポートセンター西部
　　　TEL053-466-6307

日時：2014年2月22日（土）
　　　10：00～12：00
会場：富士宮市保健センター
問合せ：ライフサポートセンター岳南
　　　TEL0545-57-6029

日時：2014年3月9日（日）
　　　13：30～15：30
会場：韮山文化センター
問合せ：ライフサポートセンター東部
　　　TEL055-929-9820

日時：2014年2月1日（土）
　　　13：30～15：00
会場：ユーコープ国府台店
　　　コミュニティールーム
　　　（磐田市国府台97-1）
申込：ライフサポートセンター中東遠
　 　　TEL0538-32-2706

日時：2014年2月15日（土）
　　　13：30～15：00
会場：ALWFロッキーセンター
　　　（静岡市葵区黒金町5-1
　　 静岡県勤労者総合会館3階）
申込：ライフサポートセンター中部
　　　TEL054-270-3963

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は原則無料　県内 6箇所のセンターで相談に応じます。

東部：055-922-3715
中部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055

西部：053-461-3715
中東遠：0538-33-3715

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。
お気軽にご利用下さい。

相談ダイヤル
受付は平日　9：00～17：00

暮らし
何でも相談 

セカンドライフを応援する連続講座【今からはじめる老い支度】

スマートフォンは、単なる携帯電話ではなく、小さなパソコンとも呼ばれるほどの機能を持っています。
みなさんがスマートフォンを使いはじめる前に、知っておきたい3つのポイントをおさえておきませんか。
3つのポイント：①ケータイとスマホどこが違うの？　②スマホの利便性とリスク　③ＬＩＮＥってどんなサービス？
講　師：ＮＰＯ法人 e-Lunch 講師　参加費：無料

第二の人生をどうデザインするか、自分が望むものは何かを考える「今から始める老い支度」。
今回は、2013 年 10月に静岡労政開館で開催した3回シリーズをご紹介いたします。

何かしたいけれど、どうしていいかわからない。協力隊になりたいけれど、
どうすれば参加できるの？英語はどれくらい必要？

年齢を重ねるほど発症する可能性が高まる認知症。自分や家族が認知症にならない
ためにも認知症を正しく理解し、ならないさせない生活習慣と秘訣を学びませんか。
講　師：志村　孚城　 先生（日本早期認知症学会理事長）
　　　：奥山　惠理子 先生（日本認知症ケア学会評議員）

【スマ－トフォンをはじめる前に　知っておきたい3つのポイント】

ロッキーカレッジ自由講座
【ＪＩＣＡボランティア体験談＆説明会～ボランティアという、生き方。～】

第1回目は、生き方・セカンドライフについての話。「ヒデとロザンナ」
で「愛の奇跡」をはじめ、数々のヒット曲を世に送り出してきたロザン
ナさんは、歌手だけでなくイタリア家庭料理研究家として料理教室や
レシピ本の出版等でも活躍中。17 歳で単身来日して 45 年、華やか
に見える世界の裏側で、これまで様々な困難を乗り越え道を切り拓い
てきた様を、ユーモアを交えながら楽しくお話いただきました。

人生の選択肢としての「青年海外協力隊」や「シニア海外ボランティア」について学ぶ講座が開かれま
した（主催：ＪＩＣＡ中部国際センター）。ＪＩＣＡとは独立行政法人国際協力機構の事です。
開発途上国の支援を行うボランティアは国によって様々な
ニーズがあり、日本での仕事のスキルが役立つことも多く、
当日はガボン、ボリビア、コロンビア、カンボジアなどで
実際に活躍し、帰国された方からの体験談を聞く事ができ
ました。
また、特別企画としてＪＩＣＡにも協力している「カズン」の
お二人が、生演奏で楽曲を披露。ウガンダの生徒たちと作っ
たThe Pearl of Africa のビデオも紹介されました。

ロッキーカレッジ自由講座は、外部の団体・個人が公益性
の高いセミナー等を行う場合に一定の審査を経て福祉基金
協会が会場提供などを行うもので、今回の講座は、「生き
がいづくり」に役立つものとなりました。

４5年目の履歴書～食と音楽と人生を楽しむ～　ロザンナ　　　

第 2回目は、若年性認知症を患ったご主人を約 10 年にわたり介護した経
験についてのお話。多賀さんは、精神的に苦しんだ時期、安らぎを得た
安定の時期、肉体的に疲れた時期を、当時の心情やご主人との会話を織
り交ぜながら語り、介護の苦労だけでなく、老後の夫婦間の接し方やお互
いを思いやる気持ち、また、認知症介護のコツなどについても触れました。

 もう君を幸せにできんと泣いた夫（つま） ～介護を体験して～　多賀　洋子

第 3 回目は、人生の終焉についての話。終焉とは何かに触れ、終焉
のこと（エンディング）を事前に心づもりをして（情報収集や学び）、
いきいきとした人生を（生きがい）豊かに過ごすこととし、死後、負
担をかけない為の身辺整理や（老前整理）、介護、医療、葬式、供
養などの自分の思いを書き記すエンディングノートは、大切な人への
思いやりであると加えました。

私のエンディングノートとお墓・供養の話  ～私のために、家族のために～　二村　祐輔

【脳いきいき講座】（認知症予防講座）　参加費無料

岳南：0545-51-3715

海外でのボランティアについて
説明を受ける参加者の皆さん

カズンの生演奏
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3
事業団体職員・労福協役員へ

4回シリーズ
その

菅沼　隆
（元県労福協 事務局長）

　みなさん、こんにちは。

湖西地区労福協で事務局長を仰せつかっており

ます鈴木です。事務局長に就任して 1 年が経過

しました。とは言っても、労福協に関わり出し

てから 1 年ですから、まだまだ至らないところ

ばかりですし、周りの方々に助けていただきな

がら何とか進めているところです。本当に湖西

地区のメンバーをはじめ関係する方々にはこの

場をお借りしてお礼を申し上げます。ありがと

うございます。

　さて、人物紹介ということですので、難しい

ことはさて置き。私は浜松生まれの浜松育ちで

す。幼いころは自宅の上空を通過する航空自衛

隊の練習機T2を眺めて喜ぶ日々を過ごしました。

また学生時代には遠く遥か彼方にある甲子園を

目指し、白球を追いかけて・・・。そんな私も

気がつけば 40 歳に。「近頃は？」といえば、毎

年 1 年の初めに何か自分の目標を立てるように

しています。2013 年の目標のひとつが読書。1

年間で 20 冊。読書の好きな方からすれば、もし

かしたら 1ヵ月で読むことができるボリューム

なのかもしれませんね。ただ苦手な私には 1ヵ

月に 2冊弱の本を読むことも意外と大変で。そ

うした中ではありますが、読書を始めると他の事

を考えずに没頭できて気持ちいい時間を過ごすこ

とができます。読書については、実際に海外で行

われた調査結果で音楽鑑賞、散歩、コーヒータイ

ムなどよりもストレス解消に効果があるようです

し、脳の活性化やアルツハイマー予防、コミュニ

ケーション力・思考力の向上にも繋がるようです。

そう思うと更に読書の機会を増やしていきたいで

すね。（ちなみに 2013 年の読書の目標は達成でき

ました）

　こんな私の組合活動ですが、単組の組合役員は

6年目になりました。書記次長 2年、書記長 2年、

そして副委員長として 2 年目に突入しています。

近年は単組内の活動だけではなく、労福協や上部

団体などの活動にも役員として直接参加すること

で社内だけではなく、地域を含め多くの方との出

会いが増えました。お話をしていくと近所の方で

あったり、時には学校の先輩や同級生にも。出会

いは必ずしも望んでできることではないと思いま

すし、自分を成長させてくれる非常に貴重な財産

だと思います。こうした出会いを大切にしながら、

微力ながらこれからも頑張っていきたいと思いま

す。今後ともよろしくお願いします。

鈴木　力さん
湖西地区労福協　事務局長

出身組織：アスモ労働組合
役職名：副執行委員長

①趣味：将棋
②モットー：まずはやってみる
③最近感動したこと：映画「そして父になる」
④最近失敗したこと：ダイエットをしているのに食べ過ぎてしまった（ほぼ毎日）

スズキ　　　チカラ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.11

人物登場
運動継承！

贈る言葉
　
初
代
、
県
労
福
協
会
長
「
木
村
愛
一
」

さ
ん
の
発
言
か
ら
「
県
労
福
協
の
発
足
・

活
動
」
に
火
が
付
い
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
更
に
元
労
働
金
庫
専

務
理
事
「
竹
本
正
晴
」
さ
ん
は
労
福
協
結

成
の
委
員
長
と
し
て
、
27
地
区
に
労
福
協

会
館
を
建
て
る
こ
と
を
提
案
し
、〝
足
の

な
い
オ
バ
ケ
の
Q
太
郎
〞
に
足
を
つ
け
る

活
動
体
制
を
訴
え
ま
し
た
。
こ
の
頃
か
ら

労
働
金
庫
の
支
店
づ
く
り
が
活
発
化
し
ま

し
た
。（
今
は
亡
き
先
代
の
功
績
は
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。）

　
ま
た
、
労
働
組
合
は
活
動
方
針
の
違
い

か
ら
４
団
体
に
わ
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

共
通
す
る
課
題
で
あ
る
「
福
祉
」
は
一
つ

と
し
て
労
福
協
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
で

す
。
県
労
福
協
の
労
働
部
会
が
果
た
し
て

き
た
労
働
団
体
の
調
整
機
能
役
は
大
き

か
っ
た
で
す
。
さ
り
気
な
く
言
わ
れ
た〝
オ

バ
ケ
の
Q
太
郎
〞
で
あ
っ
た
が
、
労
福
協

の
み
な
ら
ず
労
働
団
体
、
福
祉
事
業
団
体

の
諸
活
動
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と

を
、
時
を
追
う
ご
と
に
痛
感
す
る
次
第
で

す
。

議
論
を
呼
ん
だ

〝
オ
バ
ケ
の
Q
太
郎
〞

地
区
労
福
協
の

拠
点
と
な
る
労

働
金
庫
の
店
舗

誘
致
は
、
各
地

区
で
激
し
い
競

争
と
な
り
、「
店

舗
誘
致
は
地
区
の
労
働
組
合
の
力
量
」
だ

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
あ
る
地
区
の
労
働
金
庫
理
事
の
発
言
を

思
い
出
話
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。
・
・
・
・

　
労
働
金
庫
理
事
会
に
於
い
て
労
働
金
庫

支
店
を
誘
致
す
べ
き
、
地
域
の
状
況
を
説

明
し
理
解
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
他
の
理
事

か
ら
「
貴
地
区
の
預
金
量
が
少
な
い
。
議

論
の
対
象
外
」
と
一
蹴
さ
れ
反
論
で
き
な

い
雰
囲
気
で
し
た
。
こ
れ
以
降
、
預
金
増

強
運
動
が
地
域
ぐ
る
み
で
展
開
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
他
、
財
形
貯
蓄
の
取
組

み
も
他
の
金
融
機
関
と
競
合
し
て
い
ま
し

た
が
、
労
働
組
合
の
組
織
力
を
以
て
成
果

を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
県
下
一
円
で
こ
の

様
な
状
況
に
あ
り
、
他
金
融
機
関
か
ら
批

判
を
受
け
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
・
・
・
。

労
働
組
合
の
苦
労
と
努
力
は
忘
れ
る
こ

と
の
出
来
な
い
思
い
出
で
す
。

　
時
代
は
変
わ
っ
て
も
先
輩
の
苦
労
を
無

に
し
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
上
に
立
っ
て

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
福
祉
事
業
団

体
の
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
労
福
協
活
動
は
社
会
的
に
も
認
知
さ

れ
、
物
価
、
公
害
、
減
税
問
題
等
な
ど
の

取
組
み
を
労
働
団
体
と
共
に
積
極
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　
預
金
利
子
に
対
す
る
課
税
問
題
で
は
、

署
名
活
動
を
行
い
国
会
へ
陳
情
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
芸
能

祭
、
生
協
ま
つ
り
、
球
技
大
会
、
綱
引
き

大
会
な
ど
の
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
講
演
会
、

研
修
会
等
々
活
動
は
定
着
し
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
来
ま
し
た
。

※

オ
バ
ケ
の
Q
太
郎
と
は
、
藤
子
不
二
雄

（
藤
子
・
F
・
不
二
雄
、
藤
子
不
二
雄
A
）

の
漫
画
作
品
、
又
そ
れ
を
原
作
と
し
た
ア

ニ
メ
作
品
で
あ
る
。
1
9
6
4
年
、「
週

刊
少
年
サ
ン
デ
ー
」
に
て
連
載
開
始
さ
れ

た
。

・
・
・
次
号
に
続
く

地区芸能祭

労働金庫が労福協運動の拠点

出
会
い
は
貴
重
な

財
産
で
す
ね
。
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地域・地区労福協活動紹介
地域・地区労福協活動紹介

伊東熱海
地区労福協

裾野
地区労福協

田方
地区労福協

　
10
月
20
日 

浜
松
市
労
福
協
と
浜
松
市
の
共

催
で
浜
松
労
福
協
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
例
年
、準
備
開
始
か
ら
6
〜
7
ヶ
月
を

要
す
る
浜
松
市
労
福
協
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　
天
気
が
一
番
の
心
配
で
し
た
。一
週
間

前
ま
で
は
く
も
り
の
天
気
予
報
で
し
た

が
、今
に
も
雨
が
落
ち
て
き
そ
う
な
中
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
ヤ
マ
ハ
豊
岡
ビ
ッ
グ

バ
ン
ド
が
金
管
楽
器
の
み
で
頑
張
っ
て
演

奏
い
た
だ
き
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

浜
松
市
長
・
県
労
福
協
・
勤
労
福
祉
協
会
を

来
賓
に
招
き
、挨
拶
及
び
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
労
福
協
ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
76
店
舗
の
一
般
商
店
と
労
働
組
合
の
模

擬
店
な
ど
で
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
予
定
で
し
た
が
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
直
後

か
ら
雨
と
な
り
、各
商
店
の
売
上
も
厳
し

か
っ
た
も
の
と
予
想
し
ま
す
。ま
た
、ち

び
っ
こ
広
場
の
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
・
フ
ア

フ
ア
・
ジ
ュ
ビ
ロ
エ
ア
ゴ
ー
ル
・
ミ
ニ
鉄
道

な
ど
雨
空
と
相
談
し
つ
つ
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、鮎
の
つ
か
み
ど
り
は

例
年
大
賑
わ
い
で
す
が
、大
雨
で
鮎
を
追

い
か
け
る
子
供
も
少
な
く
鮎
が
悠
々
と
泳

い
で
い
ま
し
た
。

　
浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
で
開
催
す
る

よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
の
雨
と
な
り
、無

情
に
も
雨
は
や
む
こ
と
は
な
く
、強
く
な

る
一
方
で
、「
雨
男
は
誰
だ
!
!
」と
思
っ

た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
大
雨
の
中
で
す
が
、約
8
,
0
0
0
名

の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
は

大
人
気
で
し
た
し
、屋
根
の
下
で
の
親
子

工
作
広
場
も
本
箱
や
棚
等
を
親
子
で
立
派

な
も
の
を
作
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
も
相
変
わ
ら
ず
の
人

浜松市
労福協

第28回 
浜松労福協まつり

31

気
で
、傘
を
さ
し
て
の
入
場
待
ち
が
続
き
、

ほ
と
ん
ど
の
バ
ザ
ー
品
が
売
り
切
れ
る
盛

況
で
し
た
。

ま
た
、今
年
の
目
玉
は
浜
松
市
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
家
康
く
ん
」で
あ
り
、雨
の
中
を

市
民
と
交
流
し
、ス
テ
ー
ジ
で
も
踊
っ
て

人
気
者
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
雨
で
来
場
者
も
少
な
く
厳
し
い
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、労
福
協
の
各
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
担
当
な
ど
を
通
じ
て
、役
員
・

ス
タ
ッ
フ
の
結
束
は
今
ま
で
以
上
に
強
く

な
っ
た
と
確
信
し
て
い
ま
す
。大
変
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

　
来
年
は
、雨
を
降
ら
せ
ず
、役
員
・
ス

タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
今
年
の「
倍
返
し
」

を
し
、楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
ま

す
。楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

事務所紹介

住所：〒414-0011
　　　伊東市松川町 5－13　内山ビル 202
電話：0557-36-2655
会長：土屋  成人
出身：東海自動車労働組合  委員長

住所：〒410-1118
　　　裾野市佐野 90－8　ビューコート久保弐番館 102
電話：055-919-2996
会長：中村  和孝
出身：トヨタ自動車東日本労働組合　支部長

　
こ
れ
ま
で
伊
豆
急
行
労
組
事
務
所
の
一
角
を

お
借
り
し
て
い
ま
し
た
が
、９
月
に
お
引
っ
越

し
。事
務
所
の
特
徴
は
、「
広
い
」「
明
る
い
」「
近

い
」で
す
。

　「
広
い
」…
労
福
協
単
独
の
事
務
所
に
し
て
は

「
広
い
」で
す
。ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
、相
談
用
ロ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
、事
務
ス
ペ
ー
ス
。そ
し
て
、最
大

18
人
収
容
可
能
な
会
議
ス
ペ
ー
ス
。
10
月
に
は

幹
事
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　「
明
る
い
」…
ビ
ル
の
２
階
、広
い
窓
か
ら
は

豊
か
な
陽
射
し
が
入
り
、と
て
も
明
る
い
で

す
！ 

　「
近
い
」…
ろ
う
き
ん
伊
東
支
店
の
隣
で
す
。

糸
電
話
が
通
じ
ま
す
。窓
か
ら
伝
票
が
渡
せ
ま

す
。…
あ
、や
っ
て
ま
せ
ん
よ
、実
際
に
は
！ 

　
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
事
務
所
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。伊
東
に
い
ら
し
た

時
に
は
、ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

事務所紹介
　
労
金
裾
野
支
店
よ
り
車
で
３
分
。９
月
吉
日

よ
う
や
く
念
願
の
拠
点
を
構
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

 

　
裾
野
市
は
土
地
柄
、貸
事
務
所
が
非
常
に
少

な
く
、物
件
探
し
か
ら
３
ヶ
月
以
上
も
か
か
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、そ
の
甲
斐
が
あ
り
静
か

で
落
ち
着
き
の
あ
る
明
る
い
事
務
所
に
巡
り
合

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
各
労
組
か
ら
は
掛
け
時
計
の
ほ
か
、パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
、会
議
用
の
机
を
い
た
だ
き
、退
福

協
の
会
員
様
か
ら
は
何
と
、１
０
号
の
油
絵
の

寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

 

　
裾
野
地
区
は
特
に
退
福
協
の
活
動
が
盛
ん

で
、待
ち
望
ん
で
い
た
事
務
所
と
あ
っ
て
設
立

に
は
多
く
の
会
員
か
ら
の
協
力
を
受
け
、皆
様

に
大
変
喜
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

 

　
今
後
は
グ
リ
ー
ン
友
の
会
に
も
積
極
的
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
、地
域
の
方
々
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。お
近
く
に
お
越
し

の
際
は
是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

住所：〒410-2315
　　　伊豆の国市田京 143-3　2F
電話：0558-99-9800
会長：紅林  進矢
出身：静教組田方支部　支部長

事務所紹介
　
田
方
地
区
待
望
の
新
事
務
所
が
11
月
１
日
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ろ
う
き
ん
田
方
支
店
と
道
路
を
挟
ん
で
、向

か
い
の
ビ
ル
２
階
。こ
こ
が
事
務
所
で
す
。ろ
う

き
ん
の
窓
か
ら
声
を
掛
け
れ
ば
聞
こ
え
る
く
ら

い
の
近
さ
で
す
。

　
新
事
務
所
開
所
に
あ
た
っ
て
は
、場
所
の
選

定
か
ら
事
務
机
や
椅
子
な
ど
の
調
度
品
の
ご
提

供
ま
で
、会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

オ
ー
プ
ン
に
至
り
ま
し
た
。関
係
各
位
の
皆
様

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
こ
の
事
務
所
機
能
を
フ
ル
に
活
用

し
て「
労
福
協
」「
退
福
共
」「
グ
リ
ー
ン
友
の
会
」

等
の
活
動
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ
て
い
き
ま

す
。今
後
と
も
、ご
指
導
・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

労
福
協
は

何
を
し
て

い
る
の
？

色
々
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
み
た
い

色
々
っ
て

何
し
て

い
る
の
？

そ
う
言
え
ば
、労
福
協
の
ブ
ロ
グ
を

見
れ
ば
わ
か
る

は
ず
だ
よ

「こちら黒金町 4階です」
で検索すればいいよ。

わ
か
っ
た
。

う
ん
ー
と
・・・

ど
う
す
れ
ば

見
ら
れ
る
の
？

？
？

？
？
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アドレスが変わりました！

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

特別金利定期預金特別金利定期預金

全労済は、営利を目的としない保障の生協として
共済事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある
暮らしをめざしています。出資金をお支払いいただいて
組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。

皆さまに支えられ、
発売から30年を迎えました。

働く人の有意義で豊かな社会生活をサポートする《旅行・ギフト・損害保険》の会社です。
〒422-8067
静岡市駿河区南町11番22号 労働会館
☎054-203-6877　FAX.054-203-6878静岡県知事登録旅行業第2-309号

詳しくはこちら

狩野川の清流の先に
富士を望む3つの露天
風呂。新鮮な食材と選
べるお刺身のコース
膳。清潔感のある純和
風の明るいお部屋。会
議・研修などにもご利
用いただけます。

〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　☎054-254-1180

東部支所（共済ショップ沼津店） 〒410-0046 沼津市米山町11-24　　　　☎055-923-1755
中部支所（共済ショップ静岡店） 〒420-0839 静岡市葵区鷹匠2-13-4　　☎054-254-3312
西部支所（共済ショップ浜松店） 〒430-0929 浜松市中区中央3-15-37  ☎053-453-5888

全労済は全国で環境保全活動に
取り組んでいます。

1813S026

伊豆長岡温泉 
おおとり荘

公共の宿

退職金や預け替え資金をお預けいただける方に

特別金利定期預金特別金利定期預金
1口あたり３００万円以上

金利を上乗せいたします！！

のご資金について

【お取扱期間】
2013年11月1日(金)～
　　2014年3月31日(月）

※募集枠に
　達した
　時点で
　取扱終了!!

※上乗せ金利の適用は初回満期日までです。
　以降はその時点の店頭表示金利で自動継続されます。
※上乗せ金利幅は、お取扱期間中でも見直しさせていただく場合があります。
 　詳しくはお近くの〈ろうきん〉営業店へお問い合わせください。

※当金庫の会員に所属する個人およびその家族が対象です。
●退職金（当金庫普通預金にある受取から１年以内の資金、退職に伴う
　財形預金解約金、一斉積立解約金も含む）
●他金融機関からの預け替え
　（当金庫の普通預金にある６カ月以内にご入金いただいた資金も含む）
●国債満期償還金

静岡ろうきん お客様サービスセンター 
お電話受付時間：平日9時～18時
0120-609-123

※ご利用の際はろうきん窓口へお申し出ください。
●既にお預入れの定期預金を特別金利定期預金に切替はできません。
●表示は税引前の上乗せ金利です。利息には「復興特別所得税」含め、
　原則20.315％の税金が課されます。
●その他、「スーパー定期300」「大口定期」に準じたお取扱いとなります。
　詳しい説明書は営業店窓口にご用意しております。

ご　注　意対象となる資金

※ご本人様名義のみ
●「スーパー定期300」又は「大口定期」　お預入期間６カ月
対象となるご預金

期間中は、店頭表示金利に
〔６カ月定期〕 年

％＋
Pｏｉｎｔ の資金が

対象です
退職金のお受取後
１年以内

当金庫外からの預け替え
国債満期償還金 等または

0.20.2 お取扱い総枠

10０億円

お問合せ

ろ
う
き
ん

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
県労福協「だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。

○静岡市葵区　　石井　勝　　様
○磐　田　市　　大箸　礼子　様
○富　士　市　　松田　佳朗　様
○袋　井　市　　関川　知幸　様
○沼　津　市　　角田美智子　様

（１） A： 6名
（２） A： 石川氏
（３） B：静岡文化芸術大学

応募総数80通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々
が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた
方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

（１）11月19日にロッキー奨学金授与式が行われました。
　　今回、奨学金を授与された大学生は？
　　Ａ．1名　　B．11名　　B．110名

（２） 11月1日に開催された西部ブロック自主福祉討論会
　　の講師は？
　　Ａ．加藤 均氏　Ｂ．高橋 均氏　Ｃ．佐藤 金氏
（３）ろうきんで２０１４年１月５日（日）から、稼働するオンラ
　　インシステムの名称は？
　　Ａ．エイ・ワンシステム
　　Ｂ．　ヴィー・ワンシステム
　　Ｃ．　アール・ワンシステム

ホームページからの応募も可能です

■締 切 日　２０１4年2月28日（金）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

2,000円をゲットしよう！■今回、地区労福協事務局長のリレートークで登場した磐田
地区事務局長の田村さんの「和も以て貴しとなす」をモットーに
前向きにトライする取り組み姿勢に共感が持てました。目下の目
標ゆるキャラの「しっぺい」が今年1位になるといいですね！　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡市　森様

■きっかけはこの冊子でした。「ユニオントラベル」でQUOカー
ドが購入できることを知り、それまで、購入先を探すのに苦労し
て、やっとネットで購入して、手数料等を払っていました。こちら
への依頼は、WEB、もしくは、FAX1枚で購入ができ、支払いも
カードが届いてからでOK！というとても購入しやすいシステムで
助かりました！組織対応での購入は金額や枚数に制限がある
ため今までとても困っていました。これからも使わせていただき
ます！　　　　　　　　　　　　　　　　沼津市　中川様

■ロッキー奨学金のような学生を支援する制度を増やし、日本
社会の知的水準をもっと向上させるようなことに力を注いでもら
いたい。これらの制度を増やし有能な人間が育つことが増える
ことで結果として社会や労働のレベルも上がり生活も豊かにな
ると思う。　　　 　　　　　　　　　　 浜松市　時久様

■特に富士山の世界文化遺産決定から、観光客の数は増え
ているようですが、地元の富士・富士宮地区や三保地区が経
済的に潤っているようにも思えず、逆に交通渋滞や環境破壊
の問題もあったり、地元民としては複雑な思いでおりました。
環境保護と地区の発展が両立するような計画を行政と民間が
協力して作っていく必要があると思いました。　　　　　　　
　　　　　　 　　　　　　　　　　　 静岡市　矢部様

■このご時世、経済的に窮している家庭では教育資金の捻出
が大変だと聞きます。ロッキー奨学金、非常にいい制度だと思い
ますので今後のいっそうの拡充を期待します。意欲ある優秀な
学生のため、よろしくお願いします。　　　 　沼津市　黒崎様

昨年より伊東熱海地区の事務局員となり、お手伝いをさせてい
ただいてます。まだスムーズにいかない面もありますが、役員の皆
様と共に会員の皆様に喜んでいただける活動を盛り上げていき
たいと思います。なお、伊東熱海地区では事務所を9月に移転し
ました。ろうきんの隣のビルの2階です。伊東にお越しの際は是非
お立ち寄りください。

氏　名／土屋　昭子
血液型／ A 型
趣　味／読書

つちや　　 あきこ

（伊東熱海地区労福協担当）
事務局員紹介 伊東熱海
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労福協だより

Shizuoka Rofukukyo Dayori
New year

新年号
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

２
０
１
4

【募集作品】絵画・書・写真・手工芸・コンピューターグラフィック
【応募資格】静岡県内の勤労者
【作品受付】労働金庫本支店・全労済県本部及び各共済ショップ・静岡県労働者福祉協議会

●主催／静岡県労働者福祉協議会・静岡県下各地区労働者福祉協議会・静岡県労働者福祉基金協会　
●後援／連合静岡・静岡県・静岡市・静岡新聞社・静岡放送
●協賛／静岡県労働金庫・全労済静岡県本部・県生協連・年金福祉協会・勤労者信用基金協会・
　　　　　ユニオントラベル・退福協・グリーン友の会・ライフサポートセンター友の会

平成26年4月2日㈬ー4月6日㈰ グランシップ展示ギャラリー 
静岡県勤労者総合美術展第64回

TEL054ー221ー6241　Eメール　：　rofukukyo@mx1.s - cnet .ne . jp
静岡県労働者福祉協議会（静岡市葵区黒金町5-1勤労者総合会館内）問合せ先

展示期間 展示会場

出品料は
無料です

全ての作品を
展示します

出品者全員に
参加賞を進呈

・・・
・・
・

・・・
・・
・

・・・
・・
・

Workers Art Exhibition 2014

【募集期間】平成26年 2月17日月　3月7日金

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

人物登場

地区労福協事務局長の
リレートーク　No.11

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

自主福祉討論会開催
ロッキー奨学金授与式
労働金庫次世代システム
静岡県労働政策課の紹介

浜松市労福協 「労福協まつり」
新拠点紹介

福祉基金協会からのお知らせ
A L W F

出
会
い
は
貴
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な
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産
で
す
ね
。


